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電
子
計
算
機
に
よ
る
漢
字
処
理
の
問
題

一

本
稿
は
電
子
計
算
機
に
よ
る
漢
字
の
処
理
に
つ
き
、
小
型
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
何
が
可
能
で
あ
る
か
を
間
う
と
と
も
に
、
先
に
本

誌
に
掲
載
し
た
拙
稿
の
骨
格
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
か
か
る
技
法

上
の
問
題
は
、
別
に
し
か
る
べ
き
発
表
誌
も
存
在
す
る
が
、
本
稿
の
目
的
は
、

単
な
る
技
法
上
の
問
題
や
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
国
語
学
、

国
文
学
上
の
一
基
点
た
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
注
２

本
稿
の
電
子
計
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語
で
記
述
す
る
。

通
例
、
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
う
る
環
境
下
に
あ
れ
ば
、
他
の
適
当

な
電
子
計
算
機
言
語
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
個
々
の
課
題
を
小
型
の
電
子
計
算

機
で
処
理
す
る
時
に
は
、
第

一
に
、
電
子
計
算
機
の
容
量
の
問
題
、
第
二
に
、

言
語
自
体
の
修
得
の
容
易
さ
と
自
在
性
、
第
三
に
、
異
種
の
電
子
計
算
機
間
の

互
換
性
を
考
え
る
と
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語
が
最
適
で
あ
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語

自
体
は
、
他
の
言
語
と
同
様
に
、
そ
れ
自
体
が
電
子
計
算
機
上
で
走
る
も
の
で

は
な
く
、　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
の
方
針
で
各
種
各
様
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
鍵
い
よ
つ
て
使
用
可
能
と
な
る
。
本
稿
で
の
Ｏ
り
は
、
〓
∽
‐Ｕ
Ｏ
∽
の

も
と
で
作
動
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語
を
も
と
と
す
る
。
〓
∽
―∪
ｏ
り

は
、
現
今
、

指
向
さ
れ
て
い
る

Ｃ
Ｚ
ＨＸ

に
近
づ
け
な
が
ら
、　
一
つ
に
は
、
異
機
種
間
の
互

換
性
媒
体
と
し
て
の
使
用
、　
一
つ
に
は
、
異
な
る
言
語
の
共
通
管
理
、
す
な
わ

和

田

克

司

ち
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
も

コ
ボ
ル
も
使
用
可
能
と
い
っ
た
応
用
性
の
面
で
す
ぐ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
他
社
の
同
系
列
の
電
子
計
算
機
の
一
媒
体
と
な
り
う
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
位
置
付
け
で
き
る
。
例
え
ば
、
Ｚ
ｕ
Ｏ

の

■
０
８
８

で

作
成
し
た
デ
ー
タ
ー
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
、
沖
電
気
の
【『
８
ｏ
〓
ｏ
∪
ｕ

昴
ｏ

へ
と

〓
∽
‐∪
ｏ
り

を
通
じ
て
変
換
使
用
で
き
る
の
で
あ
る
。

〓
∽
―∪
ｏ
ｏ

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
現
今
、
”
Ｈ
と
な

っ
て
き
て
い
る
が
、　
後
に
述
べ
る

〕
あ

第

一
水
準
、　
第
二
水
準
登
載
の

〓
∽
‐∪
〇
の
は

Ｎ
ュ
ト
で
あ
り
、
本
稿
も
、

そ
れ
に
従

っ
て
い
る
が
、
最
新
の
”
【
で
も
、
も
ち
ろ
ん
作
動
す
る
。

日
進
月
歩
の
情
報
処
理
の
進
展
の
中
で
、
と
り
わ
け

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
発

達
に
は
、
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
ワ
ー
ド

・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
至
っ
て
は
、

通
例
の
オ
フ
ィ
ス
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
よ
り
も
便
利
な
も
の
が
、
小
型
軽
量
化

し
て
使
用
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
、
単
な
る
文
書
の
記
録
や
、
文
書
中

の
語
の
検
索
、
分
類
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
課
題
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る

時
に
は
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
処
理
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

通
例
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語
を
言
う
時
に
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ

ー
タ
ー
の
方
を
指
し
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
コ
ン
パ
イ
ラ
ー
の
方
は
、
例
え
ば

”
＞

ｏ
ｏ
ｏ
〓
・
ｏ
ｏ
〓

と
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、　
作
成
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ー
タ
ー
の
速
度
が
遅
い
た
め
に
、
そ

れ
の
是
正
と
し
て
、　
同
じ

〓
∽
‐∪
ｏ
∽
下
で
走
る
も
の
で
あ
り
、　
飛
躍
的
に



速
度
は
速
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
に
近
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
可
変
性
が
自
由
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ー
タ
ー

に
対
し
、　
一
度
変
更
す
る
た
び
に
コ
ン
パ
イ
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
コ
ン
パ

イ
ラ
ー
の
方
は
、
そ
の
手
順
が
少
な
か
ら
ず
煩
雑
で
あ
る
こ
と
と
、　
コ
ン
パ
イ

ル
時
に
、　
一
部
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ー
タ
ー
で
使
用
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

（例
え

ば
、
カ
ラ
ー
関
係
）
は
、　
〓
フ
ー
と
し
て
受
け
付
け
ら
れ
ぬ
と
い
っ
た
、
イ
ン

タ
ー
プ
リ
ー
タ
ー
と

コ
ン
パ
イ
ラ
ー
と
の
記
述
の
差
異
を
、　
コ
ン
パ
イ
ラ
ー
化

に
際
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語
自
体
の
、
メ
ー
カ

ー
間
の
差
異
、
い
わ
ゆ
る
方
言
に
つ
い
て
は
、
通
例
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
関
係
の
も

の
に
大
き
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
も
の
を
基
本
と

す
る
こ
と
に
は
大
差
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

な
お

○
∽
と
し
て

０
り
〓ヽ

を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
〓
∽
∪
ｏ
∽
と
の
変

換
は
技
術
的
に
可
能
で
あ
り
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語
自
体
の
互
換
性
に
つ
き
、
あ

ま
り
抱
泥
す
る
要
は
な
い
。

ま
た
、　
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て

０
”
↓

（
コ
ン
ソ
ー
ル
）、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
プ

リ
ン
タ
ー
に
加
え
て
、
少
く
と
も
デ
ィ
ス
ク
・
ド
ラ
イ
パ
ー
公
一台
あ
る
も
の
）

が
必
要
で
あ
り
、
本
稿
で
使
用
し
た
も
の
は
、
日『
８
０
〓
Ｏ
∪
国
ｒ
８

で
あ
る

が
、
異
機
種
に
お
い
て
も
作
動
す
る
。
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
標

準
両
面
倍
密
度
、　
一
メ
ガ
バ
イ
ト
の
も
の
で
、
当
初
は
八
イ
ン
チ
が
主
流
で
あ

っ
た
が
、
現
今
で
は
五
イ
ン
チ
の
も
の
に
切
り
換
り
つ
ヽ
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
、
漸
く
マ
イ
コ
ン
と
い
つ
た
言
葉
が
定
着
し
始
め
た
頃
、

純
ボ
部
」
罐
岬
炉
¨
蓄
【
）

活 ッ
レ
崚
融

当 っ
な
げ
雌
翔
師
物
¨
膳
〔
嘘
』
囃
膠
舞

、

も
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
主
流
が
、
当
時
の
八
ビ

ッ
ト
か
ら
、
十
六
ビ
ッ
ト
に
移
行
し
、
「
∽
第

一
水
準
か
ら
、
第
二
水
準
に
至

る
漢
字
使
用
が
可
能
と
な

っ
た
段
階
で
、
国
文
学
に
お
い
て
も
、
補
助
手
段
と

し
て
の
電
子
計
算
機
は
、
電
話
と
同
様
に
、
そ
の
原
理
的
な
諸
問
題
は
別
と
し

て
、
急
速
に
日
常
化
し
て
き
た
。
そ
の
間
三
年
余
、
技
術
革
新
の
あ
り
方
を
見

つ
づ
け
た
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
要
な
部
分
を
公
表
し
、
通
例
の
電
子
計
算

機
言
語
の
文
法
書
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
解
説
書
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
難
解
な

箇
所
を
明
示
す
る
要
を
考
え
る
に
至

っ
た
。
と
同
時
に
、　
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
発

達
や
、
新
製
品
の
変
転
極
ま
り
な
い
ラ
ッ
シ
ュ
に
も
か
ヽ
わ
ら
ず
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
不
動
の
も
の
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
得

た
。
ま
た
ベ
ー
シ
ッ
ク
言
語
の
解
説
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ
、
簡
単
な
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
解
説
書
の
通
り
、
記
号
化
し
た
ロ
ー
マ
字
の
列

を
打
鍵
、
入
力
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
で
作
動
す
る
時
期
と
な

っ
て
き
た
。
そ
れ

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
要
な
部
分
の
考
え
方
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
応
用

の
可
能
性
を
含
ん
だ
、
新
し
い
次
の
課
題
を
生
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
を
説
く
の

が
本
稿
の
目
的
で
は
な
く
、
主
要
な
サ
ブ

。
ル
ー
チ
ン
の
集
積
と
し
て
、　
一
般

的
な
使
用
を
可
能
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

漢
字
の
登
録
は
、
機
種
に
よ
っ
て
少
し
ば
か
り
差
異
が
あ
る
が
、
「
あ

第

一

水
詳
ｒ
３
８
字
、
「
あ

第
二
水
準
、
８
毀
字
、
合
せ
３
お
字
は
、
動
か
ぬ
所
で

あ
る
。
本
稿
使
用
の

Ｈ『
８
ｏ
〓
ｏ
∪
ｕ
ｒ
８

の
場
合
は
、
日∪
〓

社
標
準
外

字
と
し
て

ω
８
字
、
外
字

エ
リ
ア
に
は

い０
０
字
の
使
用
が
可
能
で
あ
り
、
合

計
０
８
∞
字
の
漢
字
が
同
時
に
使
用
で
き
る
。
こ
の
第
二
水
準
の
枠
外
の
多
少
と
、

第
二
水
準
漢
字
入
力
の
容
易
さ
と
が
、
国
文
学
関
係
分
野
で
の
着
眼
点
と
な
ろ

う
。
今
、
か
り
に
数
百
字
を
越
え
る
第

一
水
準
と
第
二
水
準
と
の
枠
外
の
漢
字

を
使
用
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
理
論
的
に
不
可
能
で
は
な
い
が
、
入
力
面
で
の



煩
雑
な
操
作
と
、
使
用
目
的
に
応
じ
た
対
応
を
コ
ン
ソ
ー
ル
、
プ
リ
ン
タ
ー
の

両
面
に
顧
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、　
一
万
字
以
上
の

漢
字
の
同
時
併
用
を
必
要
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
時
に
は
、
通
例
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
よ
り
も
、
ミ
ニ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

事
務
用
の
電
子
計
算
機
を
使
用
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
専
門
家
に
依
頼
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
課
題
を
構
築
す
る
漢
字
利
用
を
、

現
今
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
求
め
る
と
す
る
と
、
普
通
ほ
ぼ
七
千

字
が
、
そ
の
限
界
で
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
。
上
記
の
第

一
水
準
、
第
二
水
準
、

Ｈ”
〓

標
準
外
字
、
外
字
枠
以
外
の
漢
字
を
数
百
字
程
度
必
要
と
す
る
時
に
は
、

左
の
方
法
が
可
能
で
あ
る
。

第

一
、
日ω
〓

標
準
外
字
の
字
形
変
更
。

第
二
、
イ
メ
ー
ジ
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
個
々
の
デ
ー
タ
ー
処
理
を
必
要
と
す

る
字
形
作
成
。

第

一
、
第
二
と
も
ど
も
、
十
六
進
法
を
使
用
し
た
フ
ァ
イ
ル
操
作
を
必
要
と
す

る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
内
容
に
立
ち
入
ら
な
い
。

漢
字
を
自
在
に
使
用
可
能
と
す
る
時
、
も

っ
と
も
基
本
的
に
肝
要
な
こ
と
は
、

コ
ン
ソ
ー
ル
に
漢
字
を
打
ち
出
す
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
時
、
第

一
に
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
鍵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
に
漢

字
が
入
力
で
き
る
こ
と
。
第
二
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
由
に
漢
字
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
以
上
二
項
が
必
要
で
あ
る
。

前
項
は
機
種
に
よ
っ
て
そ
の
操
作
を
異
に
す
る
が
、
基
本
的
に
は
漢
字
入
力
用

の
キ
ー

∩
”
∞
ｏ
ｏ

〓
Ｏ
∪
”
ｒ
　
８
　
の
場
合
は
〈
開
始
〉
キ
ー
を
打
鍵
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
字
、
あ
る
い
は
仮
名
、
あ
る
い
は
漢
字
の
コ
ー
ド
に
よ
り

入
力
で
き
る
。
）
を
使
用
す
る
。
後
項
は
、
ま
ず
左
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
打
鍵
入
力

に
よ
り
、
作
動
を
確
認
願
い
た
い
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
〕

右
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
∽
第

一
水
準
の
漢
字
を
仮
に
九
十
四
字
表
出
す
る

も
の
で
あ
る
。
「
あ

第

一
水
準
と
第
二
水
準
と
の
全
て
の
漢
字
の
表
出
に
は
、

い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
り
少
し
ず
つ
書
式
を
異
に

す
る
が
、
基
本
的
な
コ
ー
ド
自
体
は
同
じ
で
あ
る
。

漢
字
を
自
在
に
使
用
可
能
と
す
る
第
二
の
問
題
と
し
て
は
、
電
子
計
算
機
自

体
が
保
有
す
る
漢
字
の
コ
ー
ド
を
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
必
要
が

あ

る
。

〓
∽
‐∪
Ｏ
∽
下
の
漢
字

コ
ー
ド
に
は
次
の
四
種
が
あ
る
。
①
『
あ

区
点

コ
ー
ド
、

②
『
あ

十
六
進

コ
ー
ド
、
③
シ
フ
ト

『
あ
　
コ
ー
ド
、
④
内
部
連
続
コ
ー
ド
が
、

そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的

コ
ー
ド
・
ナ
ン
バ
ー
と
作
動
例
は
左
の
如
く
で
あ

る
。

〓
∽
図
狂
・
ヨ
∽
８
鱗

。
ヽ
ヽ
７
目
∽
・
コ
畿
脚
灘

”
　
　
　
　
　
■
１
■
　
　
■
１
■
　
　
■
―
‘
　
　
ロ
Ｉ
Ｚ

画̈
　　　　］“　二

Ｏｏ一　　　　　　ωｏＮド　　　　　∞∞０】，　　　　　　ＨＯい０

０Ｄ
　
　
島

一
　

卜
８
Ｈ　
　
　
０３
Ｈ
　
　
０
８
「
　
　
　
卜
Ｑ
ト

Ｍ
　
　
　
一　
　̈
　
∞
只
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ヽ
いｏ
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Ｕ
ロ
トｏ
　
　
　
∞
いいい

ヽ
テ４
“
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ｏ
Ｏｏ
い　
　
　
　
ヽ
「
゛
Ｈ
　
　
　
『
Ｏ
卜〇
　
　
　
　
―
―
―

右
の
例
は
、
各
々
第

一
水
準

。
第
二
水
準

・
【”
〓

標
準
外
字

・
外
字
の
第

一
字
目
の
漢
字
の
コ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の

『
あ
　
区
点
、
④
内
部
連
続

の
二
つ
の
コ
ー
ド
は
十
進
法
、
②
〕あ

十
六
進
、
③
シ
フ
ト

ロ
∽
　
の
二
つ
の

コ
ー
ド
は
十
六
進
法
で
あ
る
。
通
例
右
四
種
の
う
ち
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
は
左
の

如
き
形
で
表
示
で
き
る
。
そ
の
例
は
、

∩
Ｍ
Ｈ∽
図
＞
■
―
‘
　
可
”
ＨＺ
↓

０
口
”
∽

（”
因

Ｎ
ヽ
ＮＯ
）

０
こ
Ｈ∽
い０
議
ロ
ｌ
π
　
り
”
ＨＺ
↓

０
口
”
０

（”
〕
ω
∞
一
０
）

〇
ヽ
ヽ
プ
〕
【ｏ
■
１
■
　
り
”
ＨＺ
↓

０
口
”
０

（”
目
俊
ｙ

，
国

Ｕ
＞
）



右
の
例
は
全
て

「語
」
と
い
う
漢
字
を

０
”
↓

上
に
表
示
す
る
も
の
で
、
表
示

書
式
さ
え
使
用
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
コ
ー
ド
表
の
コ
ー
ド
を
利
用
す
る
だ
け
で

あ
る
。
た
だ
、
こ
の
際
注
意
を
要
す
る
の
は
、
通
常
使
用
す
る
シ
フ
ト
ロ
∽
コ

ー
ド
に
お
い
て
、
下
位
二
桁
の
う
ち

”
目
ヽ
「

に
は
空
白
が
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
下
位
二
桁
は
左
の
三
群
と
な
る
。

イ
、
”
国
Ａ
）―
”
口
ヽ
日

口
、
”
口
∞
ｏ
と
”
口
ｏ
Ｕ

ハ
、
”
口
９
「々

”
口
『
０

次
に
、
数
字
か
ら
漢
字
を
表
示
す
る
の
で
は
な
く
漢
字
か
ら
、
漢
字
自
体
の

コ
ー
ド
を
求
め
る
に
は
、
左
の
二
式
が
あ
る
。

①
冒
∽
図
狂
■
１
一
　
り
”
ＨＺ
↓

パ
↓
Ｚ
∽
↑
訓
３
）

②
〕
あ

一０
尚
“
―
二
　
り
”
ＨＺ
↓

〓
∽
０
（Ｒ訓
、
）

右
を
走
ら
せ
る
と
①
は
Ｒ
ぶ
　
②
は
８
ｏ
ｏ

が
得
ら
れ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
２
〕

漢
字
を
自
在
に
使
用
可
能
と
す
る
第
三
の
問
題
と
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

が
あ
る
。
デ
ー
タ
ー
を
格
納
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
ラ
ン
ダ
ム
と
シ
ー
ケ
ン
シ

ャ
ル
と
の
二
種
が
あ
る
が
、
検
出
ス
ピ
ー
ド
、
デ
ー
タ
ー
の
管
理
か
ら
は
、
ラ

ン
グ
ム
・
フ
ァ
イ
ル
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
の
例
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
３
〕

通
例
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
例
の
よ
う
に
、
各
フ
ィ
ー
ル
ド
の
長
さ
は
、
２
の

ｎ
乗

（
３２
、
“
な
ど
）
に
し
て
お
け
ば
、
フ
ァ
イ
ル
の
管
理
が
楽
で
あ
る
。
そ

の
時
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
文
の
変
更
を
明
示
し
て
い
な
い

が
、
〔プ
ロ
グ
ラ
ム
３
〕
の
如
く
、
可
変
性
を
持

っ
て
い
る
。

今
、
こ
こ
に
電
子
計
算
機
上
の
全
て
の
漢
字
を
常
に
自
由
に
ラ
ン
ダ
ム
・
フ

ァ
イ
ル
と
し
て
扱
い
、
必
要
な
漢
字
の
デ
ー
タ
ー
と
し
て
利
用
す
る
と
き
に
は
、

左
の
如
く
自
動
的
に
漢
字
自
身
の
デ
ー
タ
ー
を
、
任
意
の
フ
ァ
イ
ル
名
で
作
成

す
れ
ば
よ
い
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
４
〕

右
の
例
は
、　
一
漢
字
に
つ
き
、
三
十

一
字
分

（半
角
を

一
字
と
す
る
と
六
十

二
字
分
）
の
デ
ー
タ
ー
を
記
入
し
う
る
。
も
ち
ろ
ん
前
述
の
ご
と
く
、
三
十

一

字
分
は
分
割
も
で
き
る
し
、
拡
大
も
で
き
る
。
筆
者
は
、
こ
の
漢
字
デ
ー
タ
ー

縣
″
智
赫
螂
裁
弩
期
れ
討
衆
】
¨
嗜
利
ど
鼈
】
”
』

一 こ
”
け
れ
］
″
囃
哺
詢
秤

い
う
べ
き
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
字
自
体
の
属
性
を
電
子
計
算
機

上
に
お
い
て
、
自
由
に
使
用
し
う
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
自
動
的
に
登
録
し
た
漢
字
と
漢
字
の
デ
ー
タ
ー
と
を
、
任
意
に
取

り
出
す
に
は
左
の
如
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
要
す
る
。
そ
の
考
え
方
は
、　
一
漢
字
の

区
点

コ
ー
ド
を
電
子
計
算
機
に
算
出
さ
せ
、
そ
れ
を
格
納
し
た
所
属
番
号
に
置

換
さ
せ
た
結
果
を
利
用
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左

の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
ロ
ー
マ
字
記
号
Ｈ
は
、
漢
字
デ
ー
タ
ー
の
所
属
番
号

で
あ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
５
〕

三

以
上
の
漢
字
デ
ー
タ
ー
を
基
と
し
て
、
拙
稿
の
漢
詩
技
法
の
検
出
は
組
み
た

て
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
漢
詩
の
平
仄
を
、
平
声
〇
、
仄
声
け
と
表
出
す
る
こ

と
は
、
例
え
ば

『
詩
律
兆
』
な
ど
に
美
し
く
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
自

動
的
に
電
子
計
算
機
に
判
断
さ
せ
、
容
易
に
平
仄
を
図
示
し
た
形
で
見
う
る
よ

う
に
試
み
た
の
が
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
骨
子
で
あ
る
。
漢
詩
技
法
検
出
の
手

順
と
し
て
少
く
と
も
左
の
項
は
必
要
で
あ
る
。

１
、
漢
詩
自
体
の
登
録
。



２
、
登
録
さ
れ
た
漢
詩
の
確
認
。

３
、
漢
詩
自
体
の
形
式

（
五
言
、
七
言
と
絶
句
、
律
詩
の
識
別
）
判
断
。

４
、
漢
詩
の
漢
字
と
漢
字
デ
ー
タ
ー
と
の
照
合
。

５
、
平
水
韻
デ
ー
タ
ー
の
置
換
と
表
示
。

６
、
平
仄
記
号
へ
の
切
換
。

７
、
漢
字
が
平
水
韻
を
二
箇
以
上
持
つ
場
合
の
表
示
と
平
仄
記
号
へ
の
切
換
。

８
、
漢
詩
詩
句
中
の
任
意
の
漢
字
、
あ
る
い
は
熟
語
の
検
出
。

注
６

右
の
諸
項
の
考
え
方
を
項
目
ご
と
に
示
し
、
肝
要
な
点
を
述
べ
る
。

１
　
漢
詩
の
登
録

漢
詩
は
定
型
で
あ
る
た
め
字
数
の
多
い
七
言
律
詩
を
中
心
に
設
定
す
る
と
、

あ
と
は
、
そ
の
省
略
さ
れ
た
形
と
し
て
記
録
で
き
る
。

三
ア
ー
タ
ー
の
帯
は
、

漢
字
五
十
六
文
字
、
必
要
な
容
量
は
百
十
二
バ
イ
ト
で
あ
る
。
例
え
ば
詩
人
名
、

あ
る
い
は
題
詞
を
八
文
字
分
取
れ
ば
、　
一
つ
の
漢
詩
は
百
二
十
八
バ
イ
ト
と
な

り
、
通
常
の
一
メ
ガ
バ
イ
ト
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
な
ら
ば
、
七
千

首
以
上
の
七
言
律
詩
を

一
枚
に
登
録
し
う
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
題
詞
を
ゆ

っ
た
り
と
取
り
、
出
典
や
、
頁
数
な
ど
も
入
れ
て
、　
一
つ
の
漢
詩
を
二
百
五
十

六
バ
イ
ト
と
し
て
計
算
し
て
も
、
三
千
五
百
首
以
上
の
漢
詩
を

一
枚
の
フ
ロ
ッ

ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
に
収
納
で
き
る
。
漢
詩
を
格
納
す
る
に
際
し
て
は
、
各

聯
ご
と
の
単
位
の
方
が
、
誤
り
の
訂
正
な
ど
の
時
に
楽
で
あ
る
。
そ
の
サ
ン
プ

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
６
〕

２
　
登
録
さ
れ
た
漢
詩
の
確
認

デ
ー
タ
ー
類
は
数
多
く
な
る
と
、
必
ず

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取

っ
て
置
か
な
い

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
誤
作
動
で
、
瞬
時
に
し
て
デ
ー
タ
ー
を
消
去
す

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
時
に
必
要
な
の
が
、
デ
ー
タ
ー
の
確
認
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
各
デ
ー
タ
ー
は
常
に
変
更
、
修
正
が
可
能
な
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
左
に
示
す
の
は
確
認
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

スつ。
〔プ
ロ
グ
ラ
ム
７
〕

３
　
漢
詩
の
形
式
判
断
。

漢
詩
の
形
式
判
断
は
、　
一
つ
に
五
言
七
言
の
区
分
、　
一
つ
に
絶
句
律
詩
の
区

分
が
あ
る
。
前
者
は
各
聯
の
第
六
字
目
に
漢
字
が
存
在
す
る
か
否
か
で
識
別
で

き
る
し
、
後
者
は
第
五
聯
以
下
の
漢
字
の
存
在
の
有
無
で
識
別
で
き
る
。
左
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
前
者
の
識
別
記
号
が

因
Ｚ
∽
Ｒ

で
あ
り
、
後
者
の
識
別
記

号
が

困
Ｚ
∽
ｒ

で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
部
に
あ
る
サ
ブ

ｏ
ル
ー
チ

ン
は
、
平
水
韻
変
換
の
表
示
の
時
に
、
五
言
、
七
言
を
判
断
し
て
コ
ン
ソ
ー
ル

上
で
行
替
え
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
８
〕

４
　
漢
詩
中
の
漢
字
と
漢
字
デ
ー
タ
ー
と
の
照
合

漢
字
は
電
子
計
算
機
で
は
ニ
バ
イ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
聯
の
五
言
か

七
言
か
を
判
断
さ
せ
て
、
漢
字

一
字

一
字
を
区
切
り
な
が
ら
、
漢
字
デ
ー
タ
ー

の
格
納
位
置
を
検
索
さ
せ
、
デ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ル
か
ら
平
水
韻
の
略
号
を
と
り

出
し
、
配
列

（，
日
０
●
∽
【０
●
口∪
Ｈ〓
）
上
に
置
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
左
記
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
０
↓
が
、
漢
詩
中
の
漢
字
の
位
置
を
取
り
だ
す
た
め
の
変
数

で
あ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
９
〕

５
　
平
水
韻
デ
ー
タ
ー
の
置
換
と
表
示

デ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ル
を
有
効
に
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
入
力
に
お
け
る
効

率
を
考
え
れ
ば
、
デ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ル
中
へ
の
デ
ー
タ
ー
の
格
納
は
、
可
能
な

限
り
略
号
を
利
用
す
る
方
が
よ
い
。
略
号
と
本
来
の
表
現
と
の
置
換
は
、
さ
ほ



ど
困
難
な
も
の
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
で
の
簡
略
化
を
前
提
と
す
る
と
、

略
号
は
、
合
理
的
で
あ
る
ほ
ど
よ
い
。
平
水
韻
に
つ
い
て
は
左
の
如
き
略
号
を

設
定
し
た
。

上
平
声
＝

，
８
と

，
８

　

去
　
声
＝

ｏ
８
々
ｏ
８

下
平
声
＝
”
８
と
”
ω
ｏ
　
　
入
　
一戸
＝
０
８
１
０
ヽ

上
　
声
＝
げ
８
１
０
Ｎ
ｏ
　
　
国
　
字
＝
Ｏ
Ｎ
ｏ
　
不
明
＝
０
∞０

こ
の
形
は
、
そ
の
ま
ま
広
韻
の
デ
ー
タ
ー
を
格
納
す
る
時
に
も
使
用
で
き
る
考

え
方
で
あ
り
、
例
え
ば
、
平
水
韻
か
ら
広
韻
へ
は
、
半
自
動
的
に
デ
ー
タ
ー
を

構
築
し
う
る
が
、
こ
れ
も
、
略
号
に
合
理
性
さ
え
持
た
せ
れ
ば
可
能
と
な
る
の

で
あ
る
。
左
に
略
号
と
平
水
韻
と
の
デ
ー
タ
ー
の
対
応
を
示
す

一
覧
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
示
す
。
左
の
如
し
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
ー０
〕

漢
字
デ
ー
タ
ー
か
ら
平
水
韻
を
取
り
出
す
の
は
別
に
問
題
な
い
が
、
煩
雑
な

の
は
、　
一
漢
字
が
い
く
つ
も
の
韻
を
持
つ
時
で
あ
る
。
筆
者
は
平
水
韻
略
号
を

十
八
バ
イ
ト
取
り
、
六
箇
ま
で
異
な
る
韻
を
集
録
し
た
も
の
を
検
出
さ
せ
て
い

る
が
、
そ
の
考
え
方
は
、
第

一
回
目
に
は
最
初
の
三
バ
イ
ト
、
第
二
回
目
に
は

次
の
三

バ
イ
ト
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
ー
の
帯
と
し
て
、
平
水
韻
略
号
を
取
り
出

し
、
順
序
置
換
さ
せ
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
置
換
の
サ
ブ
ル
ー
チ
ン
は
左
の

通
り
で
あ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
ーー
〕

右
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
『
＞
、
一
”
は
、
置
換
速
度
を
早
め
る
た
め
の
記
号
で
、

三
バ
イ
ト
ず
つ
の
平
水
韻
略
号
の
頭
を
検
出
さ
せ
た
後
、
置
換
に
入
る
の
で
あ

２つ
。６

　
平
仄
記
号
へ
の
切
換

平
水
韻
略
号
を
置
換
し
終
ら
な
く
て
も
、
略
号
そ
の
も
の
か
ら
、
平
仄
記
号

を
検
出
し
う
る
よ
う
に
試
み
た
の
が
左
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
ー２
〕

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
０
目
”
∽
∽
（”
口
８
）
は
、
小
文
字
の
ａ
で
あ

っ
て
、
平
水

韻
略
号
の
頭
に
あ
る
ロ
ー
マ
字
の
小
文
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ｂ
ｃ
ｄ
で
は
な
く
て

ａ
で
あ
る
こ
と
を
検
出
し
た
後
に
、
平
声
の
表
示
○
に
置
換
す
る
も
の
で
あ
る
。

残
り
の
ｂ
Ｃ
ｄ
は
、
け
と
し
て
示
す
。
問
題
は
、
平
仄
記
号
を
第
二
番
目
の
韻

に
ま
で
及
ん
で
表
示
す
る
時
、
第

一
番
目
の
韻
の
み
を
持
つ
漢
字
を
明
確
に
す

る
要
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
平
仄
記
号
を
○
け
の
み
な
ら
ず
、
他
に
韻
を
持

た
ぬ
と
い
う
意
味
の

「＝
」
記
号
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

７
　
一
漢
字
に
平
水
韻
が
三
韻
以
上
の
時

さ
ら
に
第
三
番
目
以
降
の
韻
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
左
の
如
く
に
ま
と
め
た
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
ー３
〕

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
も
し
、　
一
首
の
漢
詩
中
に
同

一
漢
字
が
出
て
来
た

場
合
、
重
複
表
示
さ
れ
る
と
、
か
え

っ
て
不
明
確
と
な
る
の
で
、
漢
字
の
重
複

を
除
去
し
つ
つ
必
要
な
デ
ー
タ
ー
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
自
体
を
重
複
除
去
用
に
も
使
用
し
う
る
。

８
　
漢
詩
中
の
漢
字
の
検
索

デ
ー
タ
ー
と
し
て
格
納
し
た
漢
詩
の
詩
句
中
か
ら
任
意
の
漢
字

（熟
語
も
可

能
）
を
検
出
さ
せ
、
該
当
詩
句
を
表
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
難
解
な
点

は
な
い
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
ー４
〕

以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
全
て
異
な
る
行
番
号
を
施
し
て
あ
る
。
後
に
示
す
、

い
わ
ば
形
式
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
加
え
て
一
本
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
れ
ば
、

漢
詩
技
法
検
出
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
骨
組
み
が
で
き
あ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

漢
詩
の
技
法
検
出
の
た
め
に
は
、
漢
字
自
体
の
デ
ー
タ
ー
の
記
録
を
必
要
と
す



る
が
、
任
意
の
漢
詩
を
打
鍵
し
て
入
力
す
れ
ば
、
待
ち
時
間
な
く
平
仄
を
表
示

し
う
る
。
全
体
を
構
成
す
る
た
め
の
残
余
の
形
式
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
の
如

く
で
あ
る
。
な
お
、
左
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
説
明
文
の
箇
所
に
、
分
割
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
諸
部
分
が
挿
入
さ
れ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
一
本
に
ま
と
ま
る
の

で
あ
る
。

〔プ
ロ
グ
ラ
ム
ー５
〕

以
上
の
漢
詩
技
法
検
出
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
意
図
的
に
プ
リ
ン
ト
に

関
す
る
説
明
は
省
略
し
た
。
プ
リ
ン
タ
ー
を
制
御
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
機
種

に
よ
る
相
異
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
通
例
、　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
プ
リ
ン
タ
ー
制
御

を
通
じ
て
、
よ
ほ
ど
技
巧
的
な
使
用
法
さ
え
要
求
し
な
け
れ
ば
、
各
自
制
御
で

き
る
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
自
体
に
も
、　
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
や
プ
リ
ン
ト
機
能
が
存
在

す
る
の
で
、
本
誌
の
も
つ
性
格
と
、
内
容
の
煩
雑
さ
と
か
ら
省
略
し
た
の
で
あ

２つ
。な

お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
分
明
な
る
を
専
ら
と
し
、
印
刷
の
都
合
で
、　
一
行

の
印
字
数
を
ほ
ぼ
半
分
に
し
、
行
を
分
割
し
た
所
が
多
い
。

四

昭
和
五
十
九
年
以
降
、
〕
あ

第
二
水
準
の
漢
字
は
、
小
型
の
電
子
計
算
機
に

お
い
て
印
字
可
能
と
な
り
、
簡
易
言
語
を
使
用
し
た
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

み
で
も
、
デ
ー
タ
ー
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国

語
学

。
国
文
学
の
分
野
に
お
け
る
漢
字
処
理
が
、
実
用
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
実
用
化
に
対
応
し
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

言
語
で
、
漢
字
を
自
由
に
デ
ー
タ
ー
化
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
Ｔ
こ
に
お
い
て
示
し
た
漢
字
の
デ
ー
タ
ー
処
理
の
具
体
例
は
、
平
水
韻

略
号
で
あ
る
。
例
え
ば
、
各
種
国
語
学
資
料
、
古
辞
書
な
ど
を
は
じ
め
、

『南

総
里
見
八
犬
伝
』
の
如
き
大
量
の
デ
ー
タ
ー
中
の
音
訓
を
組
み
立
て
て
ゆ
く
こ

と
な
ど
は
、
通
例
の
索
引
化
と
は
異
な

っ
た
、
新
し
い
可
能
性
を
生
み
出
す
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
水
韻
略
号
は
、
単
に
平
仄
に
表
示
し
、
置
換
す
る
の
み

な
ら
ず
、
そ
れ
自
体
で
デ
ー
タ
ー
処
理
が
可
能
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。

本
稿
Ｔ
こ
で
は
、
漢
詩
の
平
仄
を
組
み
立
て
て
ゆ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
開
し
、

そ
の
技
法
を
提
示
し
た
。
必
要
な
平
水
韻
略
号
を
登
録
し
て
さ
え
お
け
ば
、　
一

首
の
漢
詩
を
入
力
後
、
平
仄
記
号
な
ど
は
、
ほ
ぼ
瞬
時
に
画
面
に
表
示
で
き
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
区
分
し
、
各
々
を
独
立
さ
せ
て
も
使
用
し
う
る
よ
う
に
試
み
た

の
で
、
そ
の
応
用
範
囲
が
拡
大
で
き
る
の
で
あ
る
。
記
述
は
平
易
を
旨
と
し
た

が
、
本
誌
の
性
格
上
、
今
後
、
電
子
計
算
機
で
漢
字
処
理
を
必
要
と
す
る
時
の

一
基
点
た
り
う
る
よ
う
に
述
べ
る
と
と
も
に
、
情
報
処
理
学
に
お
け
る
一
ス
テ

ッ
プ
と
し
た
の
で
あ
る
。
ノ

電
子
計
算
機
自
体
は
、
効
率
良
き
記
憶
媒
体
で
あ

っ
て
、
膨
大
な
情
報
量
を

処
理
す
る
力
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、　
一
つ
に
は
デ
ー
タ
ー
の
共
用
化
、
た
と
え

ば
、
図
書
と
同
じ
よ
う
に
デ
ー
タ
ー
を
収
納
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ケ
ッ

ト
の
登
録
と
共
有
財
産
化
と
い
っ
た
道
が
必
要
で
あ
る
。
と
と
も
に
、
電
子
計

算
機
上
の
思
考
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
、
国
語
学

。
国
文
学
の
分
野
で
も
、
独

自
に
開
拓
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

（昭
和
六
十

一
年
七
月
十
二
日
）

（注
）１

　
拙
稿

「正
岡
子
規
の
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
―
―
電
子
計
算
機
に
よ
る
漢
詩
技
法
の
検

出
―
―
」
∩
語
文
』
第
四
十
三
輯
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
）

２
　
厳
密
に
は
　
”
＞
∽
ＨＯ
　
中
の
　
Ｏ
”
＞
∽
ＨＯ
国
Ｘ
Ｕ
　
を
使
用
、
以
下
ベ
ー
シ
ッ

ク
と
表
記
す
る
。

３
　
０
の
と
略
称
す
る
。
石
田
晴
久

『〓
∽
‐∪
○
∽
』
参
照
。



４
　
『
季
語
別
子
規
俳
句
集
』

（松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
編
）
中
、
明
治
二
十
六

年
か
ら
明
治
二
十
九
年
に
至
る
子
規
の
季
語
の
分
類
に
活
用
。

５
　
菫
∽
第
二
水
準
は
、
昭
和
五
十
八
年
九
月
に
改
定
さ
れ
、
字
体
変
更
が
行
な
わ

れ
た
。
そ
の
際
第

一
水
準
と
第
二
水
準
と
の
入
れ
換
え

（二
十
二
字
）、
字
体
変
更

（三
十
字
）
と
に
よ
っ
て
、
従
前
枠
内
に
あ
っ
た

「尭
、
槙
、
途
、
璃
」
の
四
字
が

枠
外
に
定
め
ら
れ
た
。
本
稿
は
旧

〕
Ｈ∽
に
拠
る
が
、
〓
○
∪
ｕ
ｒ
８

で
は
、
新
旧

の
切
り
換
え
が
可
能
で
あ
る
。
旧

〕
Ｈ∽
の
方
が
オ
ー
ン
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

６
　
注
１
に
示
し
た
拙
稿
で
は
、
漢
字
デ
ー
タ
ー
を
Ａ
ド
ラ
イ
ブ
、
漢
詩
デ
ー
タ
ー
を

Ｂ
ド
ラ
イ
ブ
と
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
今
後
の
容
量
の
問
題
を
考
え
て
、
漢
詩
デ
ー

タ
ー
を
Ａ
、
漢
字
デ
ー
タ
ー
を
Ｂ
の
ド
ラ
イ
ブ
で
使
用
す
る
よ
う
に
切
り
換
え
た
。

な
お
前
稿
付
記
中
の
石
橋
康
生
氏
、
橋
田
一
郎
氏
は
、
石
橋
康
生
氏
、
橋
田
耕
治
氏
、

深
井
賢
二
氏
に
訂
正
す
る
。
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Ⅲ
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。
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